


　新年度が始まった2019年4月1日は次の元号が発表されたことから、新元号にまつわるニュー
スが世の中に溢れかえっていた。典拠となった万葉集への注目度が高まり、日頃聞きなれない
「国書」という言葉も各所で飛び交う。自身が百人一首に熱中した中学時代、古文の表現力に引
き込まれたことを思い起こせば、歴史由来の日本文化の魅力を多様な世代が知り、これを後世
に伝え続けるきっかけとなることは素直に歓迎すべきであろう。
　ただ、このガラパゴス的なツールをめぐる日本中の歓喜の一方、グローバル化が進行する日
本社会の現実に対する目は逸らされているように思えてならない。新元号発表のこの日は、外
国人労働者の受け入れを拡大する改正法が施行され、法務省に入国管理庁が発足した。外国に
ルーツを持つ人々の文化を理解し、共に暮らしていく方策を探っていくことも、新たな時代の
始まりとともにまず私たちが取り組むべきテーマであることを肝に銘じたい。
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（谷本有美子）

巻頭言
　2020年東京オリンピック･パラリンピック、2025年大阪万博と、明るい未来を思わ

せるニュースがある一方で、国民の4分の1が75歳以上となる「2025年問題」が懸念

されている。2025年の推定社会保障費は149兆円、現在の国家予算300兆円のおよそ

半分に当たる。国家予算一般会計100兆円規模の歳入の35%程度を国債等の借金での

埋め合わせという、極めて不安定な綱渡り国家経営が行われている。

　つまり、非生産年齢人口の増加と生産年齢人口の減少、経済の停滞による企業活動

の減退などにより、国家は借金地獄、大半の国民は節約を強いられる生活が恒常化し

ている。この打開一策として登場したのが、国民による協働型地域づくりである。こ

の打開一策は、国家が二進も三進もいかない状況下で、市民同士が健全に安心して暮

らすことができる地域社会を再構築・創生していく行動から生まれた「身の回りから

の地域社会づくり」、つまり市民の実践的な地域社会活動が、国家政策として全国展開

されたものといえる。

　なかでも、「人生100年時代」の到来を見越して、社会保障制度を維持していくため

に「地域共生社会」の実現に向け「制度･分野の『縦割り』や「支え手」「受け手」と

いう関係を超えて、地域住民や地域の多様な主体が『我が事』として参画し、人と人、

人と資源が世代や分野を超えて『丸ごと』つながることで、住民一人ひとりの暮らし

と生きがい、地域をともに創っていく社会」を当面の目標とした改革では、国民の豊

かで幸せな未来の構築のためには、「補完性原則」である自助―互助―共助―公助とい

う支援体制が重要であることを示している。

　まず、求められるのは自助努力で、これに家族、隣人などが手を差し伸べるインフォー

マルな援助の互助で暮らしの維持、問題解決を図る。自助・互助でカバーしきれなかっ

た場合に、地域のシステム化された自治組織が共助として支援する。それでも解決し

ない場合は「政府」が公助として支援することになる。この公助を住民にもっとも身

近な基礎自治体が担うことができるように「近接性の原理」に基づく行政の権限・事

務の移譲が行われている。これらは「予測不可能」であることを未来設定の根拠・基

準としているので、改革の目標、達成すべき数値が曖昧かつ不確定になり、具体的な

手段を示すこともできない事態に陥っている。

　日本では、長きに渡って、目標到達よりも明るい未来を提示する「未来志向の政策

提言」が為されてきたため、政策が抽象的でも国民は受入れ、さらに過剰期待を持って

政策を見ていくという受動的な態度を続けて来たという事実がある。

　この現実を踏まえるならば、地域共生社会を構築するためには、住民が自助・互助

で解決できない状況を支援し、問題解決を図る地域住民組織の共助能力を高め、具体

的な目標のもとに行動をしていくことである。そして、地方行政を運営する自治体職

員及び関係者は、共助の効果を高めるために役立つ公助としての支援行動をすること

が、「予測不可能な時代」に必要だと考える。
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2019 年 2 月 23 日藤沢商工会館ミナパークにおいて「首都圏大規模地震のリスクと女性のため

の防災対策」をテーマに 2018 年度神奈川県地方自治研究センターまちづくり研究会公開セミナー

が開催され、神奈川大学経済学部教授で神奈川自治研センター理事の佐藤孝治氏より「熊本地震・

大阪北部地震から学ぶこと―首都圏に迫るリスクと災害弱者への対応―」と題して講演をいただい

た。以下は、当日の講演記録に佐藤氏が加筆・修正したものである。 

 
 

１．はじめに 

 
 ご紹介いただきました神奈川大学経済学部の

佐藤でございます。私が防災の問題に最初に取

り組んだのは、24 年前の阪神・淡路大震災の

ときに、当時の旧郵政省から震災の前後で神戸

における通勤状態がどう変わったかということ

を調査してほしいという依頼をされたのが始ま

りです。 

東日本大震災が 8年前に発生してから、神奈

川大学では大規模災害対策研究プロジェクトで

調査を続けてきました。三陸沿岸については 8

年間で三十数回、特に岩手県と宮城県の気仙沼

までの間のリアス式海岸の地域の調査をしてき

ました。 

2016 年に熊本地震が発生してから、工学部

と一緒に熊本現地で調査をしてきました。その

過程で感じたことが、東日本大震災の被災地も

当然重要な問題を提起していますが、熊本地震

の被災地や災害弱者の置かれた状況を考えてい

くと、大都市圏の災害を考えるときに関連性が

とても大きいということを感じ始めました。昨

年 6月には大阪北部地震が発生しましたが、こ

の二つの地震から考えると、首都圏というのは、

熊本地震から学ぶことがたくさんあるのではな

いかと考えています。 

災害弱者の問題を考える上で、第 2 部でご

講演される聖路加国際大の五十嵐先生に女性の

視点からの防災について話していただきたいと

お願いすることにしました。この問題は男性が

問題提起をしてもなかなか通じない部分があり

ますので、自治研センターとも長い期間話し合

ってきて実現したのが今回の講演会です。 

私の話は総論的な話で、五十嵐先生の話が各

論としての女性の防災についての具体的な話と

ご理解していただければと思います。 

 

２．熊本の連鎖地震の特徴と性格 

 
（1）熊本地震の特徴と性格 

熊本の連鎖地震の特徴と性格ということで、

日奈久断層帯と布田川断層帯という二つの断層

2018 年度神奈川県地方自治研究センターまちづくり研究会公開セミナー（2019 年 2 月 23 日） 

 

熊本地震・大阪北部地震から学ぶこと 

―首都圏に迫るリスクと災害弱者への対応― 

 

神奈川大学経済学部教授／（公社）神奈川県地方自治研究センター理事 佐藤 孝治
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が わるとこ で前震と本震が起こって、 大

な被害をもたらしたということですが、布田川

断層帯というのは、 学 や で った

断層帯の一 のは れに 当する部分

ではないかと考えられています。 

神奈川大学の調査で、本学工学部と首都大学

東 の先生たちと最初に熊本に ったときに、

工学 の先生たちは 城 で調査を始めた

いと われたのですが、私はま 市に か

てくれとお願いしました。 地の

を め てた 大な パーク が熊

本地震でどうなったのかがとても だったの

ですが、 った被害もなく しました。 
熊本地震の被害というのは、4 月 14 日の前

震によるものもありますが、28 時間後の 16 日

に発生した本震が 大な被害をもたらした。

震度 7 が 城 でしたが、震度 6 弱以上にな

ると熊本県の も めた な地域だけでな

く、大分県 市や 布市なども るのです。

震度 5 の地域は 域や 国の 県も

ります。 
そういう で、私は熊本地震という が

に間 っているのではないかと考えていま

す。本 であれば、 部地震と ぶ き

域地震だったのに、熊本に した地震だった

としているのはな かというと、東日本大震災

だけでなく、さらに 域地震が起こったという

ことで国の の大規模な をしたくないと

いう がはっきり に れていると考えて

います。 
連鎖地震の特徴ということで、県 の 8

を える 148 が震度 6 弱を経 して、

者は ーク時 18 3,800 あったと わ

れているのですが、この 者数というのは正

な数 ではない。これは自治体の した

に った 数だけであり、公 のテントや

の にいた方、あるいは で ー

スの で 生 を っていた たちは って

いないのです。 以 の で 生

をしていた の数を考えますと、熊本地震

の 者というのは、 50 くが 生

をしていた。 182 の熊本県 の

28 が 生 をしていたというのが実態だ

った。 
に、 として されていた体 館な

どの 震性に問題があったために、 具な

どが 下する の事 が発生して を け

れることができなかった。本 、自治体が

した が に ったというとこ に

大きな問題がありました。 
18 の県 が に ったと って

も、 として えなかった公 などの

が に かったということが熊本

地震の二つめの特徴です。 者数は大体 4
月後 には に り始めたが、5 月 ばでも

1 の が の にいるという

状況が続いていました。 
政による 者の実態 というのは 十

分でした。実態としては、 に った

を大 に上回る 50 くの 者数が

あったことをきちんと さえておく 要があり

ます。2004 年 県 地震でも の問題

が発生しましたが、首都 下地震を すると、

東 23 、 市、川 市などの首都圏の都

市では や公 にテントを って 生

をするというのは 理的に だと思います。

そういう で、熊本の スタ を首都圏

で するのは 現実的であると考えておりま

す。 
三つめに、2017 年 の で、熊本地震の

者が 247 でしたが、 が 55 、震災

関連 が 4 の 192 であったことが熊本地

震のもう一つの特徴だ うと思います。 
つめに、震度 1 以上の 感地震が 4 回

を 、震度 4 以上だけでも 回以上あった

ということで、 にしつこい れが続いた地

震であったということも特徴に ると思います。 
五つめに、地 に えた被害が 大で、 状
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や などが に かったということ

も特徴としてあ られます。 大 が し

た は、テ や などでご になったこ

とがあると思いますが、 などの 地域と

された が 2,700 ありました。そ

の 分の 1,233 が 城 に しています。 
震 地であった 城 の地 がどれくらい

弱であったかということは によくわかりま

す。ただ、 城 の 合も神戸と じで、断層

の れたとこ から し れるとほとんど

に被害がありま んでした。そういう では、

地 が弱い地域で 断層が通っているとこ で

は 的に被害が ていたことがわかります。 
熊本地震で 状 が発生した地域というのは、

城 から熊本市 、 の と

に しています。 
 
（2） 地震と の熊本地震 

に、 地震としての熊本地震の特徴を考

えていきたいと思います。熊本には大地震は

ないという思い が に かったと思いま

す。熊本県 事の さんというのは、

な学者だと思っていますが、その さんまで

も熊本には地震が ないと っていたというの

はどういうことだ うと、熊本地震が起こった

後に思いました。熊本県の ー ージを る

と、 のうたい にも、地震がないか

ら 熊本に てください、ということが い

てありました。 
本題と関 ありま んが、1 月 に本学

学 の先生たちとタ の 被災地と ン ク

のス の調査に ってきました。8 年

前の本田 研工 の自 工 などが数 月間

の に っていたというのをご記 ある方も

いると思いますが、災害のない地域だというこ

とで工 地をどんどん って、日本などの

を した。 
ン タというのは、 がほとんど

ないので、 が発生すると が には か

ない。タ 政 や地 の県による とい

うのは災害がない な地域で、 は リ

ンで が するので問題ないということ

で を ってきたが、 ン タの上で大

規模な が発生したら手もつけられない状態

になったということでした。熊本地震とタ の

に われた地域には じような があるの

ではないかと感じました。 
熊本には防災 がなかったのかと ったら

そんなことはない。熊本の防災 は 害や

に対してであり、地震に対する 感があま

りなかった。その点で、熊本は 24 年前の阪

神・淡路大震災のときの神戸市などと して

いると考えています。 
自分たちの地域には 害は起こるが、地震や

災は起こらないという前提に っていた、つ

まり地震災害を にしていたのではないか

という いを っています。とこ が、

を 解くと、熊本では、過 いくつもの大

地震が発生していたことがわかります。 
日本被害地震総 東 大学 会 と

いう、599 年から 2012 年までの記録に った

地震を った本を 査して ると、熊本県、

くは 後国では くの地震が発生していたこと

がよくわかりました。2011 年に発生した M4.5
の地震まで めて、 戸時 初期の 1619 年か

ら記録に る地震が 23 回発生していた。その

前は 870 年まで記録がありま ん。 
地震の である都 先生ともお

話ししたのですが、 らく 870 年から 1619 年

までの間に じようなパターンで地震が起こっ

ていたのに、 が の で された、

あるいは 国時 の で したのだ うと

思われます。2011 年までに、19 は で

しかないのですが、マ ー 6 以上の

地震が 9 回起こっています。 
熊本城も 戸時 初期、 の時 、 治時

にも大きな被害を 度か けています。だか

ら、これらの記録からも熊本には地震がないと
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いう い方をしていたというのは事実に する

ものであると考えます。 戸時 の 前と初期

に起こった大きな地震として、 断層

帯の上で 1596 年に 長 地震、 長 後地

震、 長 地震という M7 の大地震が 4
日間の間に に発生しました。そして、その

10 年後に 長の 海ト 地震、さらにその

6 年後に 長三陸地震、 長年間の東日本大震

災が発生しました。 
ですから、2016 年の熊本の連鎖地震をどの

ように 置づけるのかという点で、やはりこの

断層帯の きの で起こっているの

ではないかという 問を することはできな

いのではないかと考えています。 400 年前

に連続して地震の起こった断層帯の で 発

の をしたのが 県の 方 発です。 
断層帯から 10 数 km 程しか れ

ていないとこ に 方 発が 地しています。

そういう では に ない 断をしている

という を っています。 
連鎖地震というのは、今回が初めてなのかと

いう点で、気 の地震 長が二度

が大きくなる地震は今回が初めてという発 を

されたのですが、このことは 治初めに気

ができて以 初めてという でしかない。

上なかったわけではない。先ほどご紹介した

日本被害地震総 の に、1683 年 6 月に

発生した日 地震というのが二度続けて大きな

地震が発生したけれども、二度 の地震が大き

かったという記録がきちんと っています。 
地 が 生して 十 年も過 ているのです

から、気 の前 ができてからの 150 年

間という時間は、地 の から考えても

たるものです。過 に記録が っていなくても

それ以 に連鎖地震が起こっている 性は十

分にあります。 
それから、私たちも関 の い 1923 年 9 月

の関東大震災についても 論があります。関東

大震災では三度 い地震が されたのですが、

二度 の地震は震 域が 模 の くから東

北部に いたのではないかという 方をす

る地震学者もいます。その論 にはまだ が

ついていま ん。連鎖地震は しも と

は えないという 方のほうが正しいのではな

いかと考えています。 自治研かながわ月

2017 年 2 月 も  
 
．連鎖地震  

 
（1）地震 と自治 の  

第一に、地震防災対策と自治体の という

ことで、阪神・淡路大震災や東日本大震災と

に、 者の 6 が 65 以上の 者だった

ことから考えて たいと思います。熊本におけ

る 者の 数は なかったのですが、熊本と

じような地震が首都圏で起こった 合にどう

かと考えると、 者の が大 に えてく

る 性が大きいと思います。 
者などの災害弱者にどう対応していくの

かということを、 から していくことが

問われると考えています。もう一つは、本震は

先ほど し上 た阪神・淡路大震災と じ

M7.3 の地震規模だったのですが、 的な

者が 50 にとどまったのは、熊本日日

では、 災の発生が えられたことや

の 神などが したということを し

ていました。 
しかし、 度も大きく関 しているので

はないかと考えて、 市と熊本市を して

ました。熊本は 1 に 1,900 、 は

ほ 1 、つまり熊本市の 5.2 の が

んでいます。そうすると、地震の被害という

点では、 に 者数 5 という になら 、

的に 者が えてくる 性があるわけ

です。 
しかも、今回の熊本地震で地震から 3 か月

間に 3 回現地に ったのですが、熊本市 と

いえどもまだ田 の っているとこ が
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くあります。そういう では、 とは し

う。 で田 が っているのは戸

などに しあるくらいで、 りの地域では都

市 と が んでいるのはご じの通り

です。大規模災害の 者数を考えるとき、

規模や 度が うと被害は 的に え

る 性が大きいと考えています。 
それから、本 となるは の市 、

、体 館、学 などの公 が 数被

災した。 震性のない公 が くあったの

で、 として が え 、 に

けないで取り される くの 者や がい

者を生 してしまったということがあります。 
公 や などの 震性の点 ・

や えの というのは、神奈川県下の

市 にとっても じように する問題であ

ると思います。 
 
（2） の  
防災対策の と災害弱者への対応というこ

とでは、 や などの 点が被災した

ことで、災害弱者がより な状況に ざ

るを なかったということがあります。熊本地

震では、熊本県 や くの の が

被災して、地域 の が起こってしま

った。 
東日本大震災の 市を考えて ると、 市

の沿岸部にあった 関というものは 状

態に ったわけですが、 の ない地域にあ

った 十 は 被害を けなかった

ので、地域 を続けることができた。その

の問題を考えると、熊本の 合は、地震によっ

て 分以上の 関が に ったとい

うことで、災害関連 があとで えてくる大き

な にもなった。 
日本経済 の記事によれば、 国に 700

ある災害 点 のうち、災害時に を

続けるためのマ ア を 済 の とい

うのは 45 、 分にもいかないということが

らかになっています。 さんの にも 関

者の方がいらっし るかもしれま んが、災

害が起こったときに、そのようなマ ア が

なく、日 的に をしてこなかった状態で、

関としてきちんと けるのかどうかとい

うことを考えるとたぶん しいと思います。 
この記事は 通 が熊本地震のあとに

したものですが、これは に重要な問題を

しています。首都圏でもこの に 当する

関が 当あると考えると、首都 下地震な

どが発生した 合、 の に る

性は大きいだ うと思います。 
の 者さんの などを考えると、

関のセー テ トの 弱さは な問

題であると えます。災害時に自 発 など

が されているかどうかという 論は で

も てくるのですが、断 対策をやっているか

という 論はほとんどありま ん。 
関というのは、 がなくなったら

するのはほとんど に くなる 性があ

ると思います。そういう では、断 対策が

あるのかどうかという点も重要な問題だと思い

ます。神奈川大学でも自 発 を 6 か 7
えているのですが、それで 時間発 でき

るのかを に いたら、7 時間くらいだと

っていました。 
する としては 十分ですが、 を

大学の に えておくことについて 防との間

が しいとか、い い な話が ていました。

、発 があってもそれはやはり 日も

え に 5 6 時間で まってしまうようなもの

である 性が大きい。その上で も ないと

なると、 関の 合は っている

を することができなくなります。 
関のセー テ トが 弱であるが

に、そこからこ れ ちる たちが大 に

てくる 性が大きい。つまり、この 合のこ

れ ちる たちとは、災害関連 で くなる

が えてくるという です。 
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もう一つ重要な点は、 の本格的な

が 者 などの被災によりできなかっ

たことがあります。そのような状況で、熊本学

大学の取り組 が 国的にも を まし

た。熊本学 大学は でも

でもなく、大学の経 方 として リア

リー を め、 害者を け れることをやっ

てきた大学です。 
そのような大学であるが に、 や

が えないときに、 害者の方たち

が熊本学 大学や国 の熊本大学などに って

きたのです。そこで、 大学と熊本学 大学と

の いは かと いますと、熊本学 大学の

合は、 害者のための として 45 日間大

学 を い、その として授 ができなか

ったわけです。 
そういう で、私は 政や教 関 者にと

っては重い 題を提起しているのではないかと

考えています。 害者 解 が されて、

が されている分 としてどのような分

があるのかというと、 や教 などの分

が取り上 られていますが、その に防災とい

う分 も っているのです。それから、防災に

関連して、 の リア リーと 通・ の

リア リーも っています。 
これらの三つをセ トで考えると、神奈川大

学や 大学の 藤沢 ンパスもそう

ですが、大学の は 害者などを け れる

として する 性が に大きいと思

います。ただ、大学だけでその を うとい

うのは、当然 があると思います。そういう

では、もう し に 害者 解 と防

災との関連で き めていく 要性があるので

はないかと感じています。 
そして、 28 年熊本地震 大学

45 日 という、熊本学 大学の教 がまと

めて熊本日日 から した本の で、 害

のある方も、要 者、要 者といわれる方

たちも めて、地域の たちを け れる ン

ク ー な であること、 的に

ような であることが 要であると

っているのです。 
これは 者と 害者を しない、 し

ないということで、 害者はあっちへ ってく

れということは一 やらないで、大学の と

して リア リーで 害者 け れができる

であれば、実 的な としての

を たそうという考え方です。 
このような考え方と ー にとらわれない

で 応変に対応できる で、 理

はしない、 はするという考え方が され、

はこれを「熊本学 」と って

めようとしているのです。私はこのような考え

方というのは、 会 や 会 の分 に

わる者であれば通 考えることではないかと思

うのですが、国でも じようなことを考えても

おかしくないのではないかと思います。 
な 「熊本学 」というように わざ

るを ないのか。わかりやすいからそうしてい

るのだ うと思いますが、この の考え方とい

うのは する 要がある だ うと思っ

ています。そういう で、熊本学 大学の取

組 をまとめたこの本は、大学の だけで

なく、 のあり方や を考える上で

も に に つ です。自治体関 者の方

には この本をご になっていただければと

思います。 
 害者 解 が されて数年経ちまし

たけれども、災害初期における の

ち上 という問題については、私たち首都圏に

んでいる 間もやはりきちんと考えなければ

いけない だと考えております。 
 
（3） の と  

 の と災害弱者ということに関しては、

最初にも ましたように 者の実数は

よりもはるかに かったということと、

ミーク ス や感 リスクの 大という
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ことを取り上 る 要があると思いますが、

時には自治体の地域防災 が したこと

とは大きく するような事態が発生したとい

うことをどう考えるのかが問われると思います。 
自治体の 当者として地域防災 を って

いればそれで と考えてはいないか。現実と

いうのは に変 する、 くものだという

を つ 要があるし、災害の現 から考えてい

くという部分が 政の政策的な 断の でも

に重要な問題になるのではないかと考えてお

ります。 
 害や のある方というのは、 に

かなかった方が に い。自 などの発

害を つ の には、 の変 に対応する

のが しくてパ クを起こす 性があるの

で、 が最初から めてしまう。あるいは、

てんかん 者の方のけいれんとか発 が 発す

るような 合には、 の方あるいは 者本

も に くという は取りづらい。こ

ういう方 をどう うかという問題を考えると、

発 害の などはさらなる災害弱者に っ

ていく 性が大きい現実が熊本地震ではあっ

たと考えています。 
 それから、私の もこれに当てはまるのです

が、 や などの トを連れた被災者への対

応というのはなかなか しい問題です。 方の

に対するア ーのある方もいるわけで、こ

の はどうなるのかという問題があります。 
 自 や 、 被災者などの や

の 方 も大きな 題になり、

にいなかったが に、 や などの 要

の などが けられなかったということ

が熊本でも起きた。これは東日本大震災でも起

こっている問題です。 
 東日本大震災の 被災者が公的 を け

られなかったということを仙 会が

にまとめていますが、これは日経 の

2017 年 2 月 6 日 に ていました。

が けられないとか、 の 組 から れ

る たちが てきた。熊本の 合、18 が

にいたのですが、それを 2 以上

上回る が に らない被災者とし

て し、その たちに対する 政の はや

はり問題があったということです。 
 
（ ） の 震 の 性 

ここは私の ではないので に話すだけ

にしますが、熊本地震でも ロ ク の 性

ということで被害が ています。大阪北部地震

で 9 の女の が くなられたことが大きく

アに取り上 られましたが、熊本地震で

も ロ ク の によって被害を けている

方が ていました。この については の大阪

北部地震のとこ でお話するようにいたします。 
の問題を考えるとき、私はいつも

というのは 本的 であるということを

する 要があるのではないかと考えていま

す。この のことについてはやはり 問がある

とこ です。それから、 震 を後回しにして

きた の などが になったという

ことで、本 であったら災害が起こったときの

点になる きとこ が 点になり なくなっ

たという問題があります。 
神奈川とか東 に んでいる私たちには

関 ない問題ですが、熊本地震で初めて しい

を ったこととして、地震地域 数という

のがあります。これは、 震 が地域によっ

て うということです。つまり神奈川とか東

だと 震 は しい が されているの

ですが、熊本、大分、 などの地震が ない

と われている地域では、 震 が に

いのです。そうすると、大地震が起こったとき、

の 度というものが に弱いものになる

ので、防災上は な問題を提起するというこ

とになってくるわけです。 
 
（ ） ンの  

先ほども などの ンの 断によ
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って 関などに な が たというこ

とを話しましたが、首都 下地震を考えるとき、

などの 通体 には に な問

題が発生すると思います。 には東北

と に 期地震 置 EQAS と

いうのが えられていますが、この 置は地震

の発生が 下だと が る前にもう れが

てしまうので、その を たすことができま

ん。 
東海 が神奈川県下を通過していると

き、県 地域で 下地震が発生すれば、

は でき 、そのまま する 性が大き

い。ですから、東北 や ではこ

れが したといっても、 の 路か

ら地震の震 地の 城 までは10km も れて

いない。ですから、熊本地震の 合でも 期地

震 置が したとは い いと思います。 
 
（ ） の  

熊本地震では「プ 」の が われ

た。これは、被災地が要 したものでなく政

が 手にどんどん を り んだのです

が、テ ースなどで熊本県 や熊本市

に が されてどこにも られて

いないという を思い します。 
東日本大震災の 後に大学 生と の事

続に関する 論 を いて地域 学会で

発 したのですが、 理とか の

分けや というのは、やはり れた 通 者

や ン やスーパーなどの に て、公

はそういうことにはあまり手を さないほ

うが だ うと思います。 
やはり は にという はその通りだと

思います。ですから、 から 通 者、

者、 ン の 会 などと話し合いをし

て、日 的に地域的な ト ークの で防災

をどうやって めていくのかということを一緒

に考えていくのが 要なことだと思います。 
今回の講演の で かく話す時間がありま

んが、実はロー ンやセ ン ンなどの

ン では、東日本大震災のときにとても

く いて被災地 をやっています。そのこ

とは 通関 の として、 が

でどういう うにして地域の弱者に対して自

分たちが手を し ていけるかということを

らは として学 し、 の をや

っていたからできたことです。 
ロー ン本 の方に神奈川大学で講演してい

ただいたときにも、その の の が

一 大きいということを されていて、東日

本大震災だけでなく、 海ト 地震などの大

地震が起こったときに、 としてどう 会

して 会的な を めることができるか、

これが一 大きな ントだと 調されていた

から、経 方 の に災害対策をきちんと 置

づけていると理解していいだ うと思います。

ですから、 通 者や 者と自治体は

しながら の 理や をやっていく

ということが一 重要ではないかと思います。 
自治体の事 続 を策 していない 体

が 8 くあるので、災害が起こったときに

どのようにして を 続さ るのかというこ

とで だ に感じさ る も らかになっ

ています。 
経済 と事 続 については、今日は

かなり してありますが、経済 という点

で考えると、日本の は東日本大震災を教

として を めてきた。東日本大震災で

経 したことを にしていないというのが

の だと思います。やはり熊本地震で が

た 点というのは いということですが、

東日本大震災の経 を生かして対応してきたと

いうことです。 
経済 という で、防災 ーリ とい

う を取り上 ていますが、私は防災を

の一つの にしていくというのは、今後の日本

にとってとても重要なことではないかと考えて

います。特に、海 からの の 大、 ン
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ン の 大と防災 ーリ をどう し

ていくのか、日本の した防災の と

いうのは、やはり海 から ても に学ぶ点

が い です。 
被災 の対応から学ぶ点として、防災

の でもまとめられていた点を 理したのです

が、被災時に だった取り組 として 、

それから災害対応の 当 者の や災害対

応 ー の があったということで、今

後取り組 たいことが事 続 BCP
の しとクロスト ー ン 、 要 の事

前 というので でい い な で

OJT の一 として、災害が起こったら の

の をどう わりができるかということを

からやる 要があるのではないかということ

も てきます。 
 
．大 部地震の教  

 
（1）大 部地震と大 の  

8 か月ほど前の昨年 6 月に発生した大阪北部

地震というのは、大阪北部を に大きな被害

をもたらしましたが、大阪 部の方では れも

さく被害もほとんどなかった。大阪 や

県、神戸のあたりというのは、 に くの断

層帯が通っていますので、地震の研究者の間で

は、神戸以上に大阪の 部の方が ないので

はないかと以前から されていました。 
そういう ではその断層の で起こった

のか、あるいはその一部で起こったのかまだよ

くわからない。い い なものを んでいると

大阪北部地震が 海ト 地震の ではない

かという を られる地震学者もいるので

すが、 し い過 ではないかという感じを

っています。 
ただ、 海ト 地震との関連では、 取県

や 県で地震が 発するようになってくると

海ト 地震が起こる 性が に まっ

てくるということはある程度はわかっています。

地方で大きい地震が 起こってくる時期

に、 でプ ートの きが 発 してい

る 性が大きいのは間 いではないだ うと

思います。 
大阪北部地震は 6 月 18 日 前 7 時 58 分、

ち うど通勤・通学の時間帯に起こった地震で、

市のあたりを震 にして大阪市北 や 方

市、 市、 市で最大震度 6 弱の れを

した。 の被害はそれほど くはなく、

が 4 、 が 50 、被災 2 2
ですが、ここで私たちが しておかなけれ

ばいけないのは、 き の被害が に しか

ったということです。 
NHK ースでも取り上 ていましたが、

日本 国に 820 戸の き があります。

は当然 が まなければ として して

くる。そこを地震が えばその き となって

いる が 路上に れかかったり、 の に

れかかったりして、被害をもたらす 性が

に大きいということです。大阪市北 、

、 方、 、 の 5 市で 34 戸 き

があって総戸数の 16 です。 
神奈川県 の市 で考えて ても き の

数はこれ らいの 合あるだ うと思います。

そうすると、 き の というのが防災上

に クになってくる 性が大きいという

のが、実は大阪北部地震で の前に き け

られたことだと考えています。 
 
（2） ン の  

断 、 スの や などの

ン被害が だったのですが、大阪 という

のは の 震 が に くて、

した が に い。大阪北部地震が起こ

るまで大阪では の が んでいた。 
や 路の もあり、大規模な

災はなかったが、 ーターの や じ

めが実は東日本大震災よりはるかに かった。   
この問題は、首都 下地震あるいは 海ト
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大地震が起こって、長 期地震 によって

れが起こったとき、首都圏の 層マン

ンや がどうなるのかという問題にも

ついてくると思います。ですから、この被害

から えることは、実際の被害以上に大都市の

弱さが き りになったということです。 
24 年前の阪神・淡路大震災の 合は、神戸

の三宮などがまるで を けたような の

され方で、地震の 2 月後に現地に りまし

たが、 にならなかった。それ程大きくない

被害でも大都市の が まってしまうという

のを したのが大阪北部地震の一つの特徴だと

思います。 
通 ン の問題としては、大規模な被害

は発生しなかったが、 の 旧に時間がか

かった。その理 として があったのかという

と、通勤、通学の時間帯ですから、 っている

を す にものすごく時間がかかった。

それから、 路や などの 視による点 、

を した を 地に するため

の調 などはすんなりいかなかった。 路を

回も に いながらやらざるを ない。

として の被害が ていないのに マ し

てしまうということが起こりました。 
通勤・通学時間帯の 547 の に大きく

しましたが、これは東日本大震災のときの

首都圏の通勤・通学 者の数とほ する

ような数です。 通 関の は も 続して

者の大 発生が起こってしまった。

の通勤、通学で かけて った が になって

も に れないという状況が起こったというこ

とです。 
の 続 断にも する大都市災害

という を た。市 と って事 続

を っている の数はここ数年で に

えています。とこ が、事 続 の

は かというと、 事をしている最 に災害が

起こったらどう対応するかという問題で、通勤

時間帯に災害が起こったときどう対応するかと

いうのは事 続 に っていない。 
続の 断というのは、 事を始める前

の通勤時間帯あるいは 事が わった後の

時間帯に起こったらどうするかということを考

えたときに、 としても自分のとこ の

を る手 てというのは、ほとんど事 続

の では られていないというのが実態で

す。 
 
（3） の  

関などへの という点で、

や 害 会 などの被災地での対応が に

であったのですが、東日本大震災のときか

ら 関、 会 、生 会 などの対応が

くなってきた。これは かというと、阪

神・淡路大震災のときに対応が くて、 会的

な が かったことを けての の対応で

した。その 省として、 の 会的 を

たすということで、災害が起こったときに被災

者にどうス ー ーに対応をするのかという

ことが に重要になってきたということです。 
それから、大阪北部地震の 合、ATM など

の被害が に でした。大阪 取 に

も被害がなかった。阪神・淡路大震災を教 と

して大阪 取 の ータセンターは関東圏

に 地しています。東 の 会 などの ー

タセンターは 日本に 地しています。阪神・

淡路大震災の教 が生かされているということ

です。 
の事 続という点で、先ほども しま

したが通勤、通学 の時間帯に発生した

ために、 の をめ る 断をどうするか

ということが を ま た問題でした。ある

会 の 合は、 対応を重視し

の ー をそのまま した。 
先ほど し上 た事 続 を策 してい

る でも、通勤時の災害発生を した ー

スはほとんどなかったようです。ですから、

を 理に さ ない の やテ
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ークによる 勤 などもリスク 理の方

として していく 要があるのではないか

と思います。 
 
（ ） ーターの  

大阪北部地震では、 ーターの や

じ めは、関 の 5 県で合 339 もあっ

た。大阪が 267 、 が 41 、 都が 25
、奈 が 5 、 が 1 ということで、

東日本大震災の 1.6 も発生していた。東日本

大震災では、北海 から関東までの地域で

ーターの じ めというのは 210 でした。 
どうして ーターの 旧が長期 するの

かというと、地震などによって一 した

ーターが 旧するまで 要 による

まで 2、3 日かかる。それから、震度 4 以

上の れで一度 すれば、 要 の 的

な点 で問題なしと 断されるまで ータ

ーを かすことができない。このことは で

そのようになっています。 
それと、 要 の点 の が りに

も くて、 通 によって が にでき

なかったことも ーターの 旧が れた

です。ですから、首都 下地震が発生すれば、

おそらく関 の 339 どこ では済まない

ーターの じ めなどが起きる 性が大

きいと思います。 
東日本大震災のとき、84 の長時間 じ

めが発生して、 までに 9 時間以上を要し

た事 もあった。 ーターの に きで

きないまま 9 時間 じ められていたのです

から、ト も けない、 も めない状況に

なるわけです。 ーターには のついた

が置いている 合がありますが、あの には

じ められた 合の ト とかい い な

防災 が っています。そういうものが

っているということを として っておくこ

とも大事だと考えています。 
地震発生時の に ーターを しな

いというのは当然のことですが、 の地震

発生を する、 ージト ー ン という

のを日 的にやっておく 要があると思います。

防災会 が 2005 年に した「東 北部

地震における ーター被害の 」の で

は、1 以上の ーター の じ めが

発生することを しています。これは 要

が点 によって対応できるような数ではなく、

に な状態が生まれてくる 性が大き

いと思います。 
 
（ ） の  

大阪北部地震では、 ロ ク などの 性

ということが めてクロー ア プされました。

9 の 学 4 年生の女の が ロ ク の

で になったことは アでもた た

取り上 られましたが、熊本地震でも ロ ク

の による被害が ていました。なお、マ

ン ー の の によっても被害が てい

ます。 
ここで、 ミの学生たちが今年度の 論

で大学 の ロ ク などを調査してまとめ

たものからご紹介したいと思いますが、 学

や の ロ ク だけが なのではない。

大都市には 学 の通学路以 にも な

ロ ク や などが 数 しています。東

の と東 からの通学路と神奈川

大学 ンパス の 500m 圏 を い

て調査したもので、 な ロ ク として

できたものが 41 もありました。これら

は 学 の通学路ではなく、大学生たちの通

学路にある ロ ク や です。 
大学生が くとこ というのは地域の の

方も くとこ です。その では、 に

性が大きいということです。 論 の

には りで 部 れてあります。これらの

ロ ク などが した 合はやはり に

大きな被害が る 性があります。 
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（ ） 日 は  
地震の 日 への というのが に

な問題になっていました。 論的には、 国

は 過 に りやすいということです。どう

いうことが起こったかというと、大阪北部地震

の発生後、 日 へ災害 が かなくて対応

にとまどった 国 が 数いたというこ

とです。 
大阪 は ー ージのト プに の

セージを して、 による 24 時間の 話

を開 したのですが、当然 のわから

ない方もたくさん 国 の にいるわけ

で、そこに対する対応がなかった。大阪

公 は、 の 5 で

の 時間の を して ー センターで

の対応も うと発 したのですが、これは め

て が 調でした。事前に災害時にはどう

を うのかということを していない

から、 日 国 は ー センターがあること

すら らないままで わってしまった。 
それから、 の などに関する

や 国 の はほ なかったようです。一昨

日の北海 の地震のとき、テ で の

の を ていると、い い な で の

が ていました。だから、大阪北部地

震のときの大阪の対応よりは しているとい

う を けましたが、大阪、東 、 のよ

うな大都市圏できちんとした対応ができるのか

どうかという点を考えると いとしか いよ

うがないと思います。 
私は、 日 国 が 過 に るとともに、

がないことによって災害弱者にもなり る

というとこ をきちんと さえておく 要があ

ると思います。 
アプリを防災 的に するということ

で、10 月に ープなどの の

を対 にした防災講演会で話したときに、

会 や の 会 などの方たちに、

で ンロー できる VoiceTra という

スマ アプリを国の 通 研究 が公開し

ているので、これを えば、 国 ができなく

ても日本 を れればそのまま 要とする

なら 、 国 なら 国 、ス ン なら

ス ン という で できるし、その も

またできる。こういうのを ープの で

もお いになったらどうですかという問題提起

をしたのですが、かなり 応が かったように

思います。 
私のスマ の にも れていますが、 学生

の 国 学生と話すときに、どうも日本 の理

解 があやしいと思ったときなど、日本 で話

した を北 などに してくれて、それ

を本 に すと するということを 回か経

しています。 
 
． に  

 
（1） に  

った時間で首都圏に迫るリスクを考えたい

と思います。首都圏にとっての大規模地震とい

うのは、大体三つのパターンがあり るわけで

す。 断層 の 下地震、1854 年の 政 戸

地震、 関東の海 の 地震と大正関東地

震、 東 日本の海 の大規模地震としての

海ト 地震や東日本大震災 2011 年東北

地方 地震 があります。 
政 の 防災会 の で、首都圏にとって

の大規模地震と うときに、最初の二つだけを

取り上 ています。 
東日本大震災のとき、神奈川大学も に大

きな被害を けましたので、長 期地震 によ

る被害というのは、東 日本の海 大規模地

震でも首都圏で発生する 性が大きいという

ことをきちんと しておくことが重要だと思

います。 
大規模災害のリスクとして 2013 年 12 月に

防災会 が首都 下地震の被害 と対策

についての最 を して、M7 の都 部
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下地震の被害 を公 しています。この

が その時期に されたのかというのは

さんお考えになったことありますか。2013 年

3 月 に が されるは だったのに、な

公 が れたのでし うか。 
9 月に リン クの開催地が東 に まる

ということがありました。だから、 リン

クの開催地が東 に まる前に、これを発 さ

なかったのではないかと考えています。この

の で、 大な被害が発生して首都

がマ し、首都圏 体では 者が 1 6
から 2 3 、被害 95 、国

の 1 年分より ない らいの被害

になると されています。 
首都圏では、 災も 数発生し、 ン な

どの な被害が てくるということが かれ

ています。この については、私も 者とし

て いた 田大学 ク ト 東 岸

の地震防災対策 海 ン ナートは大

か という本の で、 ン ナートにおけ

る大規模災害が発生した 合、ほ 東 の海

上 が してしまうだ うということを

ミ ー ン で らかにしています。 
それから、神奈川自治研センターで発 して

もらう の ク ト、 体 理の問題を

った論 ですが、1 6 から 2 3
の 者が発生すると っていながら、この

体をどう うのかということが に一

も かれていない。当時の 市の 理

の方が 防災会 で 体 理の問題について、

どう 断する きかということがなかったら、

自治体としては対応に するということを発

したら、 防災会 事 の の は

「 します」であったということです。12 月

に が たとき最大 2 3 の 体を

しているのに、これについてどう 置する

のかというのが一 かれていま んでした。 
2017 年に で開催された地域 学会

発 会で、その の センスを「大規

模災害の 者と首都圏 の対応 」とい

うタ ト で発 したのですが、やはり地震研

究の が まっているとこ でも り れ

て しくないことに れるのかという 応でし

た。 間が くなったあとどう を つかと

いうのは なことではないと思うのですが、

そのような 応であったということです。日本

にはどうもそこのとこ を考えないように、

考えないようにする があるように思います。 
 
（2） は  
首都 下地震で被害 としては 720

の 者が生まれるということを らかにして

います。 市 大学 教授の今 一先生

が から の関東大震災 という本を

されていて、その で関東大震災のときの

への対応が かれていますが、地方への

開しか方 がなかったということをい い な

を って されています。 
下地震の 者数というのは、阪神・淡路

大震災、 県 地震、東日本大震災、熊本

地震などと ても、 ば けて いのです。

これにどう対応するのかという問題で、

開の 要性については私たちの にも にも

る で てきていま ん。 防災会 の で

は、首都 下地震が起こったときの地方への

開ということが 論されました。 開

としては、第二 大 に 開して ども

たちの を ったというのが です。40
以下の にとってはこの は だ うと

思います。 
720 の の に、どのような たち

がいるかというと、 者が 197 、 害

者が 43 、それから、性的 数 、LGBT
の方が 55 いるわけです。このようなこと

に自治体は で対応できるように して

いるのかが問われるわけです。東日本大震災や

熊本地震の被災地を て、首都圏で私たちが

じようなことができるは だと考えることが
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できるのかどうかというと、こういう たちが

の に じっているということを考えた

合、ものすごく自治体としては しい対応を

迫られる問題になってくると思います。 
関東地震と大正関東地震があって、大体

2100 年 らいに大正関東地震タ プの地震が

ると考えられています。「ああ、私たちが生

きている間はまだ大地震は起こらない」と ん

な考えたくなるのですが、実は うということ

がわかります。 
時 の 9 に 地震というのが 869

年に起こりました。2011 年の東日本大震災と

ほ じ地域に がきて じような被害が

ています。ただ、 が ないので 者の数

がはるかに なかっただけです。その 9 年後

の 878 年に神奈川県の海 あたりを震 と

する関東 下地震、 地震が起こっています。

それから 9 年後の 887 年に 海ト 地震、

当時の 地震が起こっています。 
そうすると、2011 年東日本大震災から考え

て 30 年間に 70 の と っているからす

ないだ うという でいられるかというと、

たぶん首都 下地震も 海ト 大地震もそ

れほど時間が くない時期に迫っている 性

が大きいと考えざるを ないだ うと思います。

その を考えながら防災の問題を考えていくと

いうことが 要であると思います。 
そういう点で、大規模災害が発生すれば防災

よりも 災が 本であり、私たちに 要なのは、

「おどかしの防災でなくな 地震や が起こ

るのかということを理解する防災である」とい

うことを、地 工学の である首都大学東

の 先生がご一緒した研究会で発 さ

れていました。私もその考え方に 感していま

す。 
国の 公 にある東 都 記 館の

にある 生 が いた関東大震災の

は、大都市の災害に対して私たちが たなけれ

ばいけない というものが 部 められて

います。この の するとこ は かという

ことをお考えになるために、 の 関東大

震災 をお になるとよくおわ

かりになると思います。 
ご ありがとうございました。 

 
生 の  
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に 部にて を し、五十嵐氏が加筆・修正したものである。 
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れるかもしれま んが、実際は だけでは

なく、性教 や地域での て 、 年期

害の などということもしております。 
私は岩手県 市の です。東日本大震

災のときに一 被害の大きかった陸前 田市 
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のか、そして さんが具体的にどのようなご

をしたらよいのか、ということについて
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国 の をしていたので、その を

っている 間 体と一緒に、ま は沿岸部

域の調査することにしました。宮城県の気
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仙沼市から り、その後、岩手県の沿岸部に

っていきました。はじめに大 市に き、

陸前 田市から 市に こう、という

でした。しかし、陸前 田市に ったとき、

あまりの被害状況にスタ が を

ってしまいました。その状況を て、これ以

上調査が続けられない、という気 ちになり

ました。気 ちも体もそれ以上は前に まな

かったのです。どこも は 要であったと

思いますが、その状況から私たちは、陸前

田市で をさ ていただくことにしま

した。陸前 田市は被害が大きかったために、

現地で 本部を ち上 ることができま

んでした。そのため、私の地 である 市

に本部を ち上 、ここを 点とし、 で 1
時間 、 3 時間かけて、 をさ

ていただくため、 日現地に かいました。 
陸前 田市の被災状況です。2015 年 月

に公 された ータからほとんど変 してお

りま んので、その数 をご紹介いたします。

震災前の は 2 4 24 、震災で く

なった方と 方 者は 1 59 で、 の

2 を っています。市 地は 8 が

しました。陸前 田市には 8 あるので

すが、 田 からの で一 被害を けた

のが 田 でした。 
 

（2） の と

の  

当時の での生 状況についてご

いたします。 
ま りですが、 らいの さだった

ので上から いと えてしまう状況で、

えが けるような もありました。 
ト は、 に ト が 置されて

いたのですが、 な状況でした。 ト

は、 ン ートや などの会 で

されるようなかなり いものでした。また、

がなく 間に くのは してしまう

も かれていました。男女の もなく、

を ると が りかなり れていましたが、

まで手が回らない状況でした。しかも、

ほとんどが 式で、 の方は いにくいと

話していました。また どもたちからも、

い、 い、 式、で いたくない、という

も かれました。 
このような の状況をアセス ントす

る がありますので、ご紹介します。

の方 というのはい い ありますが、

私が一緒に を ったのが です

ので、 間 体が災害 をするときに大事

にしている「ス ア・プロジェクト」とい

うものをご紹介します。これは、 、

十 などがス ア・プロジェクトという

前で した と 対応に関する

の最 で、1 つの 体だけの

ではなく、現 で している 体が大事に

していること、 をしている の を

として ったものです。 をするとき

に、最 たさなければならない と、

それを にするための ントについて

かれている ンです。 
ス ア では、 ての に

される として 、 の 、

ア が けられていて、さらに生

に な 4 要 として「 、 生、

生 」「 の と 」「 ェ ター、

地、 」「 」の 4 つ

を ています。 えば、 に関する

最 を するものとしては「 1
ー スの提 」「 2 」「

3 と 」「 4 に関する

」「 5 の 理」「

リー ー プと調 」といった、 つ

の が かれています。 
ス ア・プロジェクトには、 本的なこ

とが かれていて、 えば、ト を ると

きに を に けないと が起きてし

16　自治研かながわ月報 2019年4月号（No.176）
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まうとか、ト と を ート あけたほ

うがよいとか、ト は下のほうで は上の

ほうに、など ではなくても、これを れ

ば ができるようになっています。

「ス ア・プロジェクト」の  

2011  
なお、201 年に から された「

ン」にも、 考にす き国際

として「ス ア・プロジェクト」が紹介され

ています。  
1 04  

 
（3） に  

当時このス ア・プロジェクトの視点な

ども ちながら調査しました。4 月 1 日から

、陸前 田市やその の を

問さ ていただき、 25 の を

調査さ ていただきました。加えて、現地の

事者や している ー

と話し合いをして、現地の公 生状況の

現状 をした上で、どのような が 要

かということについて と を重 てい

きました。その 、女性の に関する問

題として、 が 、女性特 の

問題に対する 提 、 ー に合わ  
た の提 、治 の変 による の

性、が がりました。これらの問題を解

することを としました。 
 
２． に  

 

（1） ンナの の  

そこで では、ま は 要なものを

布しようということで、女性に 要な

と 生 が った の をしました。

女性が 要とするい い なものを れまし

たので、なんでも っている というこ

とから「 ンナのなっても 」という 前に

しました。「なっても」というのは岩手県

市の方 で「なんでも」という です。

方 のほうが し やすいと思い、そのよう

にしました。 
当時、現地の ー による第 1
の 戸調査が始まっていましたので、この

の 布はその調査のときに に

っていってもらい、私たちの 体は を

回って 布するという方 を取りました。 
の には、 のほかにパン

トや 24 時間 リー の ト ン

の 話 が かれている ー を一緒に

れました。 クの 布を開始したのは、震

災から 2 月経っていた時期でしたので、

女性の ー もかなり変 し、 の ー

が てきていました。それ以前から を っ

たときに やクリー が しいという

女性のための防災対策　17
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ー がありましたので、5 月の にはま

は を れました。またその から日

しも くなったので、日 け めが しい、

という も てきました。自 の けに

かれる方や、 の りの をされる方

もいて、 での も くあるため、 の日

しが くなってきた 月 には日 け

めも れました。また は ア ンがなく

かったので、 対策として をつけて首

に く のス ー なども れました。 
また、 は ごとに「す らん」「つ

ばき」「し くやく」と 前を け、「す ら

ん」は月経について、「つばき」は 年期 害

について、「し くやく」は れについて、 
それ れの をまとめたパン トも

れました。この を した時期が 5
月だったので、5 月の であることと、 生

に関する を っていることが 前の

です。特に、つばきは陸前 田市の市の

でしたので、これは いたいと く思い、

わ ていただきました。また、パン ト

には、治 の変 による 起についても

記 しました。 がないこと、 がかな

り く 上 られていたことから が

いという状況でしたし、また本当に しいこ

とですが、被災地に るのは 者だけでは

ないという状況でもありました。被災地は、

しも だけが まる ではありま

んでした。 的以 のい い な が

ってくるので、気をつけまし う、という

起をパン トでも いました。この

パン トを した後から岩手県 も

スターでかなり 起をするようになりま

した。 
す らん、つばき、し くやく、の大きな

いは「生理 ナプ ンだけのもの」「生理

ナプ ンと れパ トが っているもの」

「 れパ トだけのもの」で、そのほかの

は一緒です。女性の をこちらで

してお しするのではなく、 クの を

さんにお ら して、ご自分で を て、

要なものを んでいただく、という方 に

しました。 
の で に ばれたのは、

でした。私が ということもあって、生

理のことが気になりました。また、生理のと

きもそうですが、日 の 部の はどの

ような状況なのかを したら、やはりそれ

については かれたことも、 を けたこ

ともなかった、ということでした。そのこと

から、 部を にすることが 要だ、と

考え、なっても の に を れました。 
になってからは、 本的には じ で

布しましたが、防 対策として ク

ーマー、 ーマー、 ロなど、体

を められるようなものを れました。また

岩手県の は くなるのが いので、 間に

かりをとるためと防 対策のために

の も れました。この時期になると

現地の商 も き していたので、商 を

しないように現地の も調査しました。

そして、 クの を らしたり、変 し

たりということをしながら、「なっても 」

の 布を続けていきました。 
ここからは の状況についてお話し

ます。応 対応期から 旧 始 期までの

発災から 月 らいまでは、 でま

は の をして、体重 や

をし、 に対する を いまし

た。 を始めた当初は、 者が私

とりだけでした。月 日から 日までは大

学の 事、 日が 、という生 が 2
月 らい続きました。 者は とりでは

もう しいかなと思ったときに、 さん

や さんが に してくれて、

のローテー ンに ってくださいました。

そのうちにアロマセ ストさんもローテー

ンに ってくださって、マ ージなど

18　自治研かながわ月報 2019年4月号（No.176）
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もできるようになりました。 
の実際の一 です。市 最大の

だった通 一 と ばれている 学 の

体 館は、 ークのときには 1200 の方が

されていました。5 月 に 問したとき

でも 400 の方が されていました。

くの方がいらっし る では、ま は

ステージでマ クを って さんに対して

をさ ていただき、その後、「なっても

」を 布しながらお一 お一 とお話をさ

ていただきました。 規模な では、

だいたい 20 40 らいの方が されて

いましたので、 のはじめからお一 お一

とお話しすることができました。 に

十分な がない 合には、テントを って

いき にテントを って をするという

こともありました。 
 

（2） の  

ての は 8 月に 鎖し、 さんは

その後、 に られました。それ以

の は、 と時間を するということを

大 にした ミ テ を の

としました。 会 がない の地

もあり、 さんが に った 後は

が まる を すのがなかなか しい状

況でした。そのため、 の一 や自

されている方のお 、あるいは体 館の

ような をお りしたりして、 さんが

まる を し、 を続けました。 
は、 れの防 体 をしたり、

アロママ ージのクリー を ったりなど、

さんで一緒にできるようなことを、その日

まった方の 数と年 層を して、

を めていくようにしました。 
このような で、お一 お一 から ー

を きながら、という を続けてきました

が、この時期になると私の は後方 と

なりました。ローテー ンに ってくださ

る の方 の リ ンテー ンを東

で う、そして 体の ー ー ンを

う、というようになっていきました。 
 
（3） の  

「 ンナのなっても 」は、 9 月間

の で 9 セ ト 布しました。なって

も を 布しながら している で、 さ

んから られた としては、

でも でも が一 かったです。 
に対する感 としては「 ンナのなっ

ても 」の はすごくよかった、

が によかった、と っていただきました。

を初めて でスタートしたとき

「 です、お話 います。」と えたと

こ 、たくさんの方が を って、 んでく

ださいました。私 とりしか 者がいなか

ったので「 しお時間をいただきます。」と

えても さんが長く ってくださったので、

お一 お一 からお話を うことができまし

た。 は、もち んご自分の体調のこ

ともありましたが、 で体 したこと、

での生 のこと、あるいは くにいるご

の話だったり、日 の のないお話だ

ったりという もありました。特に、「

にいる じ状況の たちには話にくいけ

ど、 から た に話すことで し気 ちが

クになった。」とおっし ってくださる方

が かったです。そういった がたくさんあ

ったので、 は 続していきました。 
「 ンナのなっても 」の実 的な とし

ては、女性の さんが 要な が ってい

ましたが、その に ぶという し の も

り ました。なっても の には、い

い とパターンが う ー も っていて、

が きだったりとか、 クなものが

きだったりとか、 に合わ て る し

の要 も れました。「なっても 」の

は、 の ー を たすようなものが

女性のための防災対策　19



20 
 

く、それを たすことによって、女性の さ

んが本当に しそうな を てくださる

ことで私たちも 気をいただき、 を続け

ていくことができました。 
 
． に 性の  

 
（1） に 性の ー  

ここからは災害時における女性特 の 題

についてお話します。「なっても 」を 布

しながら として女性の に関する

を けてきましたが、先ほどもご紹

介しましたように が一 い でした。 
さらに の調査 では、 の ー

として、ナプ ンなどの に関わるもの

が くありました。そのことからも災害時に

女性が 要なものが いということがわかる

と思います。そのような状況に対する の

事 を めた で こんな が しかっ

た災害 事 というものがあります。

1 ージに 1 つか 2 つの事 が されてい

るので、 で に分かりやすいです。こ

れも で手に りますので、 ご

いただければと思います。 
2014 05 149  

さんにご していただきたいものにつ

いてのお話ですが、ご自 での はすでに

ご されていると思います。そのため、今

日は、「 に けておくもの」のお話と、

として「 での生 について」の 2
つについてお話しします。 
 

（2） に の 

ま 、通勤 で被災したことを し、

者になったときに女性が最 要

なものをご紹介します。 者になった

合、 する は提 してもらえますが、

その で をもらいたいと思っても、

その に まった とり とりには

かないと考えたほうがよいでし う。ですか

ら、ご自分が 要なものは にお ちになっ

ていた方がよいと思います。また、

者は や に しないということが な

ので、 を して できるまでの 24
時間から 48 時間に対応できるものを って

おく 要があります。 
その時に、これがあると というものを

ご紹介します。 にご されている方は、

それにプ スしたり、 を していた

だければと思います。 
ま に けていただきたいものとして、

トや です。 の トはすごく さ

いのですが、とても るいものが いです。

こういったものがあるとご自分の を え

ることもできますし、 りをとることもでき

ます。 
五感を けるものも 要です。 は

に けていることが いですが、 ンタクト

ン を われている方や に を ま

れている方は、ご されたほうがよいです。

ただ、 ンタクト ン は手を わないと

できないので、災害があることを し、

いつも ンタクト ン を っていても、1
間の 分は 、 分は ンタクト ン

を う、という もしておいたほうがよ

いと には われたことがあります。 
また、パンテ ナーがあると下 を変

えられないときに に ちます。 に起こっ

た地震などに っくりして 然生理になるこ

ともありますので、そのときの応 置、ま

たは がある方の応 置としても え

ます。ただ、パンテ ナーは 分を く

できないので、 ン を重 るなどの

工 が 要です。そのため、 ン や

トテ もあるとよいです。これらは

下 にも えますし、 をしたときにも

えます。 
ミは、下 や に合わ て ン

20　自治研かながわ月報 2019年4月号（No.176）
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などを 要な大きさに ることができます。

ンパクトな ミや りたた ことのでき

る ミなどがありますので 帯に です。 
を らわすために を上 る や

ア もあるとよいと思います。   
性 ンも 要です。すでにご で

する を めていると思います。 めてい

ない 合は めておいていただきたいの

ですが、その からご自分が され

るとき、 ンで に セージを すことが

できます。 
マスクも ちます。災害後は が い

ますので、マスクはあったほうがよいです。 
災害時は 通 関が するので かなく

てはいけま ん。 くことを ートするも

のが 要になります。女性はス ー ーで通

勤している方もいらっし いますが、

ー を いている方が いです。 ー

は長く くことが しい です。 ー

はかかとの部分を ってしまえば きやすく

なりますが、 い ほど の がしっかり

しているため、 の などが っていて

には れないのです。 くときは、 の部分

が していないと きにくいので、 めて

そこを めるような ー ン を す

るとよいです。つまり、 の の部分を

するものです。そうすることで長く くこと

ができます。 
あるいは、 りたた の も つことが

あります。 のときなどに な りたた

めるものがあります。しかし、 が いの

で、災害時に長く くことには さないので

すが、 ー を いていて が れたと

きなどち っとの時間でも を変えたいとい

うときには えるでし う。また、長 も

りたためるものがあります。 ンが

だからと 者にも 気があるようですが、

りたためるので に置くこともできます。 
これらのものを れる ー に、 ン

を けておくとよいです。布を って を

くとき、布を って布の 状を変え に

ンで めることができます。布を らなけれ

ば、あとでまた の に えるということ

があります。 
理のために スナーの いた も

あるとよいです。 
いまご紹介した で、 以 のものをす

て ー の に れると 2 0 で、

ー ーよりもち っと い らいです。

の でそんなには にならないと思

います。女性は ー にい い なものを

れていると思いますが、ご しているもの

があったらそれを ししていただきたいで

すし、 ー とつ らいだったら クの

に えても らないと思いますので、

要なものは 日の通勤 クの に れて

ください。 
 

（3） の  

は災害時の ロ のお話です。 
ま 災害発生後はどんな に うのか分

からないので、 はしないほうがよい

です。 かあったときに発 が れてしまい

ますので、できるだけ と一緒に する、

というのが ロ になります。 
、通勤 などに れたと思ったと

きは、 したほうがよいのかどうかを

してから してください。 するときに

は りの を して、 りの にも を

かけて一緒に し、手 けが 要な がい

たら してください。もち んご自分の

も った上で、 りに どもや 者の方

などがいらしたら、 していただきた

いと思います。 
また災害のときに、 を り てる 合は

ロ クをしない。 防 や などの

の通 の になってしまうことがあり

ます。その際に を するかもしれないの
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でロ クはしま ん。また を り てる

合は、 に ておくというのが です。 
 

（ ）  

ここからは自 から に った 合の

お話をします。最 は自然災害が いため、

で生 する 性が いです。

生 はなかなか のつかないとこ もある

と思いますので、 生 の で をどのよ

うに気を けていったらいいのか、女性にど

のようなことが起こり るのか、を まえて

での ロ についてお話します。 
ま 、災害 後の は しています。

とりあえ に たという も く、

をとるまでに時間がかかる 合があり、ト

が起こりやすい状況にあって、 し

ています。 
「トリアージは先 ではない。」トリア

ージというのは手当の 度に って 先

を めることですので、先 ではありま

ん。それと じです。 に く し

た 気な がよい を しているという

ようなことがありますが、 さなお さんを

連れている方、あるいは をしている な

ど、 っている が 先です。 
「 にお はいない。」い い な

年 の がいるので、 が するため

に さんで け合わないと は されま

ん。 さんが する 要があります。 
「 はま は自分たちで える。」自分

たちで工 をしていく 要があります。リー

ー プを取っている方が男性の 合、お

さんを連れた女性のことや生理のことなど

気が かないこともあります。その際には自

分たちから話していかなければいけま ん。 
「ト は っ先に する。」これは

ての が するので、ト をま は

するということが大 です。これらが

での ロ です。 
では、体調 などに対して 者

だけでは 数が りない 合はあります。そ

んなときはこのような なトリアージ

が

あると、 かおか

しいという の発

に ちますし、

また さんの

を やすいと思い

ます。 
 に った

合には、ま

体の 数を大まか

に するという

ことが大 です。

す に を

するというのは

しいので、大 で、

どこにどれ らい

の がいるのかと

いうことをま は

 

できるところからはじめよう！ 避難所運営の知恵袋 ～みんなで助け合える避難所づくりのために～、p.7、
2015、特定非営利活動法人レスキューストックヤード
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します。そのことに

よって や 要 も

えることができます。 
その後、大きな

では 者マ プを っ

ていきます。そういった

ことを めていく で

を取っていくには、

からの ミ ー

ンがとても大 になり

ます。しかし、 によ

って ミ ー ン

をとりやすい対 が な

ります。また日 から災

害の をしていても、

のときにはうまくい

かないことも いのです。 えば、 通の

を通じて、 らない や なる の と

でも しやすくなると思います。 に

したから と 、というのではなく、

そこに まった で できるように、

災害のとき自分ができるのはどんなことかを

から考えておくとよいと思います。 
 

． の  

 
（1） と 

ここからは 生 で されることと、

その対応についてお話します。 
ま される状況としては、年 層、性

、 などの なる が一緒の 間にい

るので、 理的な要 としてス ース の

問題があります。 えや授 の がない

などの問題があります。さらにト の問題

では、男女 で れがない、 で

の かりがない、などの問題も てくるで

し う。また で じ 間にいるため、

理的な としてスト スが く になり

ます。 

では、お いにどんなことをア スで

きるでし うか。 えば、 のい きで

れない には を す、 気を すと れ

ない がいる 合は 間に 気をつけておく

を日 わりで変える、などということも

できるでし う。また、スト スや に対

しては や 体をマ ージしたり、さらに

分が手に ったらト を気に に 分

取するよう をかけあうことも 要です。 
も大 です。 はク や手で

リをとってまとめる、お に れないので、

体、 、 部も するという方 が

あります。 している 者さんが でき

ないとき、体を くだけでも気 ち い、と

います。 でも は大 にしている

アの とつなのです。 
女性特 の、また女性に い 状の では

ま 、生理 が起こる 性があります。

これがな 起こるのかというと、 の視 下

部という はスト スを感じやすいのです。

スト スによって、 ンを してくださ

いという ンが なくなるため、そ

の を ける下 体から るは の と

 

できるところからはじめよう！ 避難所運営の知恵袋 ～みんなで助け合える避難所づくりのために～、
p.8、2015、特定非営利活動法人レスキューストックヤード
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という ンが十分に分 されなく

なります。 と が を するの

ですが、これらが分 されないことで は

を けないので しなくなり、月経が

まる、という になっています。

つまり、思い当たることがなければスト ス

によるものと考えられるので、月経がなくと

も 2 3 月 らいは を れる、という

ことです。 
年期 害の 状の い にはま は を

かけるとよいでし う。 な い 状が

現していることがありますが、 に話すこと

で 状が していくこともあります。その

ため話をする 会を つことも 的です。 
また、 や の 状 を防 た

めに を しない、 部をきれいにす

る、 えないようにする、などのことも気を

けていくとよいと思います。 
 

（2） に と 

女性に される状況としては、 に ア

をする になって の対 にならないとい

うこともあり ます。女性は から だっ

たり、 だったり、 だったりということか

ら、なんとなく 事の になったり、 の

になったりして、自然に くの を っ

てしまうことがあります。 き しの 当に

なった方が さんのご をよそっていたら、

最 的にご自分の分がなくなったということ

が実際にありました。 
そのこともあり、 には女性のリ

ー ーが 要です。リー ーの としては、

い い な を気にかけることができる が

よいと思います。 にはその地 の た

ちだけが るわけではなく、い い な が

やってきます。たまたま くにいて、 然そ

の に した、という も当然います。

その 合は、 の い思いをする 合もあ

りますので、そういう方にも をかけられる

とか、気を れるという方がよいと思います。 
また女性リー ーがいることで、女性の

ー を した 組 を ることができます。

陸前 田市で「なっても 」を 布したとき、

れのパ トが っていた「し くやく」

の の を て「うちの でこれを って

いる はいない。」と った男性リー ーの方

がいました。そのため、その で「なって

も 」の 布はできま んでした。そのリー

ーには 気は くなく、 に女性の状況が

わからなかっただけだったと思います。しか

し、女性 からは「 れパ ト しいで

す。」とは いにくいです。 れパ トや

生理 ナプ ンの要 は、リク スト ー

などを って、それを めるというのがよ

いと思いますが、そういったことに男性では

気がつかないこともあります。そのため、女

性の ー が分かる方が女性リー ーとして

に 加することが大 でし う。 
つまり、 さんの ー が されるよう

な 組 づくりと、性 で 分 を めな

いということが大事だと思います。先ほども

いましたように、女性は かの 話をする

ということが いのですが、女性も じよう

に を けられるよう 分 を に

めていくことが 要です。 
それから の提 です。時間が経つにつれ

て気 ちを話す が められてきます。これ

は をしていて感じたことですが、女

性はとにかく と話したい、という状況でし

た。 ー にしても なことにしても、ま

は話がしたいのです。話ができる という

のも大事ですし、話ができる 手というのも

要だと思います。ですから、「ここで話し

ていいですよ。」という でもいいですし、

などを けて「私に話してください。」

というようなかたちで してもよいと思いま

す。そういったことができると、 年期 害

の 状が するという 合もあります。 
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（3） の  

私は なので、ま さんへの

について、気を けていただきたいことを

さんにお えしたいと思います。 
に った女性が している 性

があったときには、ご自分から りの やリ

ー ーにま は えて しいです。 
している 合は、初期はつわりの 状

があるので、気 なく ができるような

調 をしていただきたいです。 やト

が いなどの があるとよいです。 
後期になると、お が大きくなってくるの

で が えなくなってきます。 れない

はいつもと う なので、 や

に気づかなかったり えなかったりして

しやすいため、 りが する 要がありま

す。またト は、お の大きい さんに

とって 式は しいので、 式ト を 先

的に えるようにするという もしていた

だきたいです。また ン ンスもあっ

て、 さんは 緒がかなり になって

います。災害に ってしまうと、さらに

が くなりますので、 とりに にできる

だけどなたか き いの方とご一緒に す

るということがよいと思います。 
は さんご の通り、 時であって

も が 要な です。 生 が しく、

時間の れが さんと いますので、できる

だけ く するか、 の に する

ことが大 になります。 
授 の への は、 のタ ミン

で授 ができるような が 要です。 
で授 している 合は、そのまま

を 続できるように します。 は

を感 から るということも めて 点

があります。スト スや の ロリー 取

が いことなどから、一時的に の分 が

下することもあるかもしれま んが、

授 を 続していくことで分 は回 してい

きます。 は われることで がでてく

るので、 ち んに われたほうがよいので

す。ですから、授 ができる を るとい

うことが大 な なのです。 理的な 、

さらにはスト スが しでも できるよう

な気 ちの によって、 の分 が さ

れていきます。さらに、 ち んの の回

数や 気があるかどうか、という点も一緒に

していただければと思います。 
していただきたいのは、ミ クが

にあるからといって、 をしている

に、 にミ クに変えることを める

ということはしないでいただきたいのです。

な かというと、 の 点を ってし

まうことにもなりますし、また、 には

ミ クだけで っているお さんもいらっし

るので、その にいくミ クが ってしま

うということもあります。 
と の ト ーク

のパン ト

には、お さんたちへの をどのようにし

たらよいかが されています。 
としては、 には からこんな

セージがあるといいなと思っています。

ま 、授 をどこでもできるということは、

防災にも がります。 だけでなく、 先

でも授 ができる、 りも授 に対して

である、そういった 会になればよいな、と

思います。それから、 が一緒に する

ということも 要です。 の にこもらない

で地域の さんと れ合うことで、 どもも

地域の さんと りになり、い んな

に っこしてもらうことで に れていくと

いうこともあります。 で くの と

じ 間で過ごすことになりますので、その

としても、 的に に ていただきたい

です。また、 するということは、 連れ

での の にもなります。できるだけ

に てい んな方と れ合う、い い な
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で授 をする。その が、 からの防

災 に がるのではないかなと思います。

の だけではなく、 の にも

ていっていただければと思います。 
 

に 

 
さんは をされていると思います

が、そこまで大規模なことでなくても、 え

ば、ち っとほ いの状態で に った

ときに地震が起きたらどうする など、

な状況でどう対 するのか、ということを

の でかまいま んので、 ミ ー ン

をしておくことが大事だと思います。災害は

実にやってくると われていますが、 日

るのか、10 年後に るのかは分かりま

ん。でも、起こったときに をしたらよいの

か、ということを考えておく も 要です。

ミ ー ンの い点は間 ってよいし、

さらには り しできることです。 り し

ていくと、 回 題が えてきて、今度はこ

うしようというのが、自分の でどんどん

ージ ンア プしていきます。 から ミ

ー ンをして、どのようにご自分が

けるのかというのを考えて てください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

本を だけでは 10 しか記 に らな

いのですが、自分が体 したり、 に教えた

りすることで が と上がります。今

日 た を や だちに話したり、ある

いは地域で したりすれば、 えられた方

も を 手できますし、 さんの記 の

にも していくという 点があります。大

かりなことでなくてよいので、こんなとき

どうしたらよいのだ う、という思考を り

し、い い な方と を して、でき

るとこ から えに取り組んでいただければ

と思います。 
私の被災地での は 的な関わり

が く、お一 お一 の ー を って、そ

れに応えていくという さな でした。被

災地の さんは「私たちはこんなに大変な経

をした。だから災害に対して をしてく

ださい。」ということを、 をもって教えて

くださいました。今日、お話さ ていただい

た は、被災者の さんの を さ て

いただいたと思っています。 をもって教え

てくださった被災者の さんの い

セージが、これからの さんの に がっ

ていくことを願っています。長い時間お き

合いいただき、ありがとうございました。 
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　新年度が始まった2019年4月1日は次の元号が発表されたことから、新元号にまつわるニュー
スが世の中に溢れかえっていた。典拠となった万葉集への注目度が高まり、日頃聞きなれない
「国書」という言葉も各所で飛び交う。自身が百人一首に熱中した中学時代、古文の表現力に引
き込まれたことを思い起こせば、歴史由来の日本文化の魅力を多様な世代が知り、これを後世
に伝え続けるきっかけとなることは素直に歓迎すべきであろう。
　ただ、このガラパゴス的なツールをめぐる日本中の歓喜の一方、グローバル化が進行する日
本社会の現実に対する目は逸らされているように思えてならない。新元号発表のこの日は、外
国人労働者の受け入れを拡大する改正法が施行され、法務省に入国管理庁が発足した。外国に
ルーツを持つ人々の文化を理解し、共に暮らしていく方策を探っていくことも、新たな時代の
始まりとともにまず私たちが取り組むべきテーマであることを肝に銘じたい。
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（谷本有美子）

巻頭言
　2020年東京オリンピック･パラリンピック、2025年大阪万博と、明るい未来を思わ

せるニュースがある一方で、国民の4分の1が75歳以上となる「2025年問題」が懸念

されている。2025年の推定社会保障費は149兆円、現在の国家予算300兆円のおよそ

半分に当たる。国家予算一般会計100兆円規模の歳入の35%程度を国債等の借金での

埋め合わせという、極めて不安定な綱渡り国家経営が行われている。

　つまり、非生産年齢人口の増加と生産年齢人口の減少、経済の停滞による企業活動

の減退などにより、国家は借金地獄、大半の国民は節約を強いられる生活が恒常化し

ている。この打開一策として登場したのが、国民による協働型地域づくりである。こ

の打開一策は、国家が二進も三進もいかない状況下で、市民同士が健全に安心して暮

らすことができる地域社会を再構築・創生していく行動から生まれた「身の回りから

の地域社会づくり」、つまり市民の実践的な地域社会活動が、国家政策として全国展開

されたものといえる。

　なかでも、「人生100年時代」の到来を見越して、社会保障制度を維持していくため

に「地域共生社会」の実現に向け「制度･分野の『縦割り』や「支え手」「受け手」と

いう関係を超えて、地域住民や地域の多様な主体が『我が事』として参画し、人と人、

人と資源が世代や分野を超えて『丸ごと』つながることで、住民一人ひとりの暮らし

と生きがい、地域をともに創っていく社会」を当面の目標とした改革では、国民の豊

かで幸せな未来の構築のためには、「補完性原則」である自助―互助―共助―公助とい

う支援体制が重要であることを示している。

　まず、求められるのは自助努力で、これに家族、隣人などが手を差し伸べるインフォー

マルな援助の互助で暮らしの維持、問題解決を図る。自助・互助でカバーしきれなかっ

た場合に、地域のシステム化された自治組織が共助として支援する。それでも解決し

ない場合は「政府」が公助として支援することになる。この公助を住民にもっとも身

近な基礎自治体が担うことができるように「近接性の原理」に基づく行政の権限・事

務の移譲が行われている。これらは「予測不可能」であることを未来設定の根拠・基

準としているので、改革の目標、達成すべき数値が曖昧かつ不確定になり、具体的な

手段を示すこともできない事態に陥っている。

　日本では、長きに渡って、目標到達よりも明るい未来を提示する「未来志向の政策

提言」が為されてきたため、政策が抽象的でも国民は受入れ、さらに過剰期待を持って

政策を見ていくという受動的な態度を続けて来たという事実がある。

　この現実を踏まえるならば、地域共生社会を構築するためには、住民が自助・互助

で解決できない状況を支援し、問題解決を図る地域住民組織の共助能力を高め、具体

的な目標のもとに行動をしていくことである。そして、地方行政を運営する自治体職

員及び関係者は、共助の効果を高めるために役立つ公助としての支援行動をすること

が、「予測不可能な時代」に必要だと考える。
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